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⽅向によって、⼿持ちのカメラでは、うまく撮れない。それも⼀興。 

和紙夢絵の作品創作なら、妥協はできないが、これは、旅⽇記の⼀環の画像記録。 

迎古
げーぶる

には、⼀枚の画像記録で、前後左右奥⾏きも、すぐわかるので有難い。 

カラーバランス始め、やればやるほど、難しい。この旅では、作品志向から、例外を除き、 

旅記録の、ぶっ撮り画像ゆえに、多種多様の画像コレクション。 

今も、失敗を重ねることで、気づきや発⾒がある。どんな状況か、ある程度わかって、 

⾝の程、⽝も歩けば、棒にあたる。⽇々、頑張って、先のことはケセラセラ。 

 

 

 

 

   

 

 

〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 



こうしたひとり旅は、条件が整わないと、なかなか、実践できない。 

いつも最後と思ってチャレンジしているが、友⼈知⼈のサポートや運良く条件が整い、 

今⽇まで継続できている。感謝の⾔葉が、表現できないほど有り難いこと。 

思い通りにいかない四苦⼋苦・⽼病⽣死も先にある。独りよがりで先のことはわからないが、 

何度⽬かの⼈⽣。世相が激変中。いろいろ厳しいこともあるだろうが、旅は学び。 

ふと、思った次第。楽しく、出来るところまで、頑張りたい。 

この後、訪ねたい川と滝があって、トレッキングを楽しむことにした。 
 

 

 

   
 

 

   


